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６ 中部地方ESD活動支援センター運営業務 

(1) 中部地方ESD活動支援センターの運営・推進 

 令和３年度に策定した中部地域の「第６期 ESD 推進計画」をもとに、中部地方 ESD 活動支

援センターの業務内容等を検討し、ESD/EPO 運営委員会（第１回会議）に諮問のうえ、関

係する委員からの開催地域、連携機関、協働方法等の助言を踏まえて業務実施計画に反映

した 。 

 

【参考：令和３年度に策定した中部地域の「第６期ESD推進計画」】 
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(2) ESD活動に関するネットワークの構築 

ア ESD/SDGs推進ネットワーク地域フォーラムの開催 

①日時 

 2022年 12月 5日（月）13：00～15：30 

 

②会場 

 開催方法：ハイブリッド 

 会場：ウインクあいち906会議室 （名古屋市中村区名駅4丁目4-38） 

 オンライン：zoom 

 

③主催等 

 主催：中部地方ESD活動支援センター 

 

④出席者 

 26名（会場参加13名、オンライン参加13名） 

 

⑤プログラム 

○ 挨拶 環境省中部地方環境事務所 

○ 参加者自己紹介 

○ 基調講演 

「ESDの今日的意義 これからの社会を担う人づくり」 

愛知教育大学 教授 大鹿 聖公 氏 

○ 現状報告 

「環境省EPO中部・中部地方ESD活動支援センターの取組」 

中部地方ESD活動支援センター責任者 原 理史  

○ 参加者意見交換 

「地域ESDの現状と課題」 

コーディネーター：中部ESD拠点協議会事務局長 中部大学国際ESD・SDGsセンター准教授 

古澤 礼太 氏 
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⑥ポスターの制作 

 フォーラムのポスター／チラシを制作し、開催案内とともに、中部エリアの地域 ESD 拠点

へ郵送及びメールで送付した。 

 

【制作したポスター／チラシ】 
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イ SDGs学生サミットの開催 

①イベント名 

 SDGs学生サミット 

 

②日時 

 2023年 2月 4日（土）13：00～17：00 

 

③開催方法 

 開催方法：オンライン（zoom、YouTube配信） 

 

④主催等 

 主催：中部地方ESD活動支援センター 

 協力：中部大学中部高等学術研究所、国際 GIS センター問題複合体を対象とするデジタル

アース共同利用・共同研究拠点 

 

⑤参加者 

 116名 

 zoom76（登壇者・事務局含む） 

 YouTube視聴40（ユニーク視聴者数） 

 

⑥プログラム 

○ 挨拶 

環境省中部地方環境事務所  

名古屋市立大学 副学長 教授 伊藤 恭彦 

○ 《第１部》団体発表 若者にとっての SDGs ～学習活動等の取組紹介や展望 

中部地方に所在する大学等 の学生グループ 7 団体 

○ 《第２部》話題提供：地域のSDGs取組～自治体のSDGsの取組について 

（SDGs未来都市３自治体）福井県鯖江市、三重県いなべ市、長野県大町市 

○ 《参考 インプット 》「見える化プログラム」分析と「地域SDGsデータセット」 

○ 《第３部》ディスカッション：ローカル SDGs のために。すべきこと、できること！ 

ファシリテーター：EPO 中部・ 中部地方 ESD 活動支援センター 
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⑦開催案内チラシ 
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ウ 地域ESD拠点等のESD活動の支援 

 拠点登録済み団体が主催するイベント等について、中部地方 ESD 活動支援センターウェブ

サイト等で下記の通り、広報協力を行った。 

 

【中部地方ESD活動支援センターウェブサイトに掲載した登録団体への広報協力記事】 

 

 

  



 

85 

 

(3) 全国センター及び地方センターとの連携 

ア 全国ESDセンターとの連携 

①ESD拠点の登録審査に伴う情報提供 

 地域 ESD 拠点の申請・登録にあたり、全国 ESD センターからの照会対応等があった際には、

適宜、情報提供を実施した。 

 今期までに中部エリアでは、新たな地域ESD拠点登録の申請が２件あり、2022年12月末時

点で計20団体が地域ESD拠点に登録されている。 

 

【2022年度に新規登録された中部エリアの地域ESD拠点】 

団体名 県 申請日 登録日 

加山興業株式会社 愛知県 2022 年 6 月 13 日 2022 年 6 月 21 日 

ななお SDGs スイッチ 石川県 2022 年 12 月 14 日 2022 年 12 月 27 日 

 

②年次アンケートの実施支援 

 2022 年４月に、全国センターが地域 ESD 拠点を対象に年次アンケートを実施するにあたり、

適宜、中部エリアの地域ESD拠点団体に対し、協力依頼等を行った。 

 

③全国センター主催会議等への出席、資料提供等 

 全国ESDセンターから招聘された全ての会議等に出席し、資料提供などを行った。 

区分 回/開催日 実施内容 

企画運営 

委員会 

第 1 回 

6 月 23 日 

（1） ESD 活動支援センター2021 年度事業報告について 

（2） ESD 活動支援センター2022 年度事業について 

第 2 回 

3 月 2 日 

1．ESD 活動支援センターの本年度主要事業について（報告） 

2．気候変動を切り口とした ESD の今後の進め方について ※マトリクスの検討 

3．2023 年度 ESD 活動支援センター活動計画案について 

全国・地方 

連絡会 

第 1 回 

6 月 15 日 

【議題１】ESD をめぐる最近の動向、地域脱炭素に向けた人材育成について 

【議題２】共有：全国センターの事業について 

【議題３】共有：各センターの事業予定について 

【議題４】全国センター事業：拠点関係、情報関係 

【議題５】気候変動教育に関する共有・議論 

第 2 回 

1 月 23 日 

(1)開会 

(2)2023 年度環境省・文部科学省の施策の方向性について 

(3)気候変動教育コンセプトペーパー最終案について 

(4)次年度以降のセンター・ネットワークの活動について 

(5)2022 年度「ESD for 2030 学び合いプロジェクト」報告(地方センター)と全国フォー

ラム報告(全国センター) 

(6)各センターの活動を記載したマトリクスの共有・議論 

(7)事務連絡 

全国 

フォーラム 
12 月 10 日 

  ポスターセッション＆ネットワーキングタイム 

  開会挨拶（文部科学省、環境省） 

  基調報告：文部科学省 

  基調報告：環境省 

  セッション１：「気候変動を切り口とした ESD の推進」 

  セッション 2：「気候変動や脱炭素をテーマにした地域事例紹介」 

  全体総括：「気候変動時代の ESD をどう進め、広げるか」 
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区分 回/開催日 実施内容 

ESD 全国団体

意見交換会 

9 月 12 日 

（ハイブリッド） 

趣旨説明・ESD ネットワークの動き（ESD 活動支援センター） 

【第一部】参加団体による活動紹介（各団体 3 分×約 20 団体） 

【第二部】気候変動教育の展開に向けて 

  趣旨・コミュニケーションペーパー素案説明 

  脱炭素を始めとする「経済社会のリデザイン」と人材育成(環境省) 

  気候変動教育に関する取組報告・情報提供 

  意見交換 

  環境省・文部科学省よりコメント 

 

④後援申請対応 

 中部地方 ESD 活動支援センターの後援名義使用について、下記の事務局から全国センター

に申請があり、全国センターからの照会対応を行った。 

申請主体 承認日 
申請行事 

名称 開催日 場所／方法 

公益財団法人こども教育支

援財団 ＊ 
5 月 18 日 第 14 回環境教育ポスターコンクール 

2022 年 8 月 23 日～

2023 年 3 月 31 日 
国内公共施設等 

公益財団法人日本極地研

究振興会 ＊ 
7 月 13 日 南極・北極 SDGs 探究学習コンテスト 

2022 年 9 月 1 日～

2023 年 3 月 31 日 
オンライン 

名古屋市環境局環境企画

課 
7 月 27 日 SDGs まちづくり推進事業 

2022 年 9 月 22 日～

2023 年 3 月 31 日 
オンライン及び

各地域等 

第12回日本ジオパーク全国

大会白山手取川大会実行

委員会 

10 月 5 日 
第 12 回日本ジオパーク全国大会 

白山手取川大会 

2022 年 10 月 21

日～10 月 23 日 

オンライン及び

地域施設等 

北陸 ESD 推進コンソーシア

ム 
11 月 11 日 

2022 年度北陸 ESD 推進 

コンソーシアム成果報告会 
2023 年 2 月 11 日 オンライン 

北陸 ESD 推進コンソーシア

ム 
11 月 11 日 

2022 年度石川県 SDGs・ESD 

児童生徒学習活動交流会 
2023 年 1 月 21 日 オンライン 

北陸 ESD 推進コンソーシア

ム 
11 月 11 日 

2022 年度北陸ユネスコスクール 

実践交流会 
2022 年 12 月 3 日 オンライン 

東北地方ESD活動支援セン

ター ＊ 
12 月 20 日 

東北 ESD/SDGs フォーラム 2022 

みちのく SDGs～スポーツ・音楽・伝統

工芸から SDGs を紐解く～ 

2023 年 1 月 21 日 オンライン 

公益財団法人五井平和財

団 
12 月 27 日 

令和 4 年度ローカル SDGs 

キャンパス・ミーティング 

2023 年 3 月 4 日

～3 月 18 日 
地域施設等 

信州 ESD コンソーシアム 12 月 27 日 

令和 4 年度信州 ESD/SDGs 成果発

表＆交流会～ユネスコエコパークと共

に学ぼう～ 

2023 年 2 月 3 日

～2 月 4 日 
オンライン 

公益財団法人五井平和財

団 
12 月 27 日 

令和 4 年度ローカル SDGs 

キャンパス・ミーティング 

2023 年 3 月 4 日

～3 月 18 日 
地域施設等 

＊：全ての地方センターに後援申請があった催事 
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(4) ジオパーク等の活用（ESDダイアログの開催） 

①イベント名 

 恐竜渓谷ふくい勝山ジオパークESDダイアログ2022 ～自然資産を教材としたSDGs教育とは～ 

 

②日時 

 1日目：ESDダイアログ 

2022年 11月 26日（土）13：30～16：40 

 2日目：エクスカーション 

2022年 11月 27日（日）8：30～14：30 

 

③開催方法・会場 

 1日目ESDダイアログの開催方法：ハイブリッド 

 会場：勝山市教育会館（福井県勝山市） 

 オンライン：zoom 

 2日目エクスカーションの視察地：恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク内 

 

④主催等 

 主催：中部地方ESD活動支援センター 

 後援：勝山市、恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク推進協議会、勝山市教育委員会 

 

⑤参加者 

 1日目：ESDダイアログ参加 53名 
 会場42（登壇者・事務局・関係者含む） 

 YouTube視聴11（ライブ配信時のユニーク視聴者数） 

 2日目：エクスカーション参加 16名 

 

⑥ESDダイアログのプログラム 

〇ごあいさつ 恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク推進協議会 会長 水上 実喜夫 氏 

環境省 中部地方環境事務所 

〇はじめに 環境省 白山自然保護官事務所 染谷 祐太郎氏 

〇第１部・基調報告 

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク推進協議会 町 澄秋 氏 

白山手取川ジオパーク推進協議会 普照 豊 氏 

〇第２部・事例報告 

勝山市立平泉寺小学校、勝山市立村岡（むろこ）小学校 

〇パネルディスカッション「自然資産を教材としたSDGs教育を考える」 

《パネリスト》 

白山手取川ジオパーク推進協議会 

南アルプス（中央構造線エリア）ジオパーク協議会 

一般社団法人立山黒部ジオパーク協会 

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク推進協議会 

勝山市教育委員会 

《コメンテーター》水谷 瑞希 氏（信州大学教育学部助教） 

《コーディネーター》原 理史（中部地方ESD活動支援センター） 
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⑦開催案内チラシ 
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(5) 域内外の多様な主体の連携促進、交流機会の提供 

ア 年間活動計画の作成 

 中部エリアの「ESD for 2030学び合いプロジェクト」企画にあたり、SDGs社会教育研究会

ワーキング、学び合いの場（全２回）、実践活動（全１回）の「活動計画」を作成した。 

【作成した活動計画】 
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イ 交流者の参加募集 

 学び合いの場①、学び合いの場②、実践セミナーの参加者募集を行うにあたり、開催案内

チラシを作成して、地域ESD拠点への案内、ウェブサイト・SNS等での広報展開を行った。 

【作成した開催案内チラシ】 
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ウ SDGs社会教育研究ワーキングの開催 

(ア) 第１回ワーキング 

①日時 

 2022年６月21日（火）13：30～16：30 
 

②会場 

 富山県民会館 608号室（富山県富山市） 

 

③出席者 

 6名 

古澤 礼太 中部大学国際 ESD/SDGs センター准教授、中部 ESD 拠点協議会事務局長 

水上 聡子 EPO 中部運営委員、アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺  勇人 EPO 中部運営委員、一般社団法人環境市民プラットフォームとやま(PEC とやま)事務局長 

原  理史 中部地方 ESD 活動支援センター、中部大学国際 ESD/SDGs センター研究員（非常勤） 

原 慎一郎 オブザーバー 環境省中部地方環境事務所環境対策課長補佐 

清本 三郎 中部地方環境パートナーシップオフィス 統括 

 

④協議項目 

１．昨年度の振り返り 

２．今年度活動の計画 

(1)公開イベントの計画 

・オンラインセミナー学び合いの場①、②の開催計画 

・実践活動（セミナー）開催計画 

(2)ワークブックバージョンアップの企画 

 

(イ) 第２回ワーキング 

①日時 

 2022年 9月 26日（月）13：30～16：30 

 

②会場 

 ホテルエコノ福井駅前会議室 

（福井県福井市） 

 

③出席者 

 7名（委員3名、中部地方環境事務所1名、事務局3名） 

古澤 礼太 中部大学国際 ESD/SDGs センター准教授、中部 ESD 拠点協議会事務局長 

水上 聡子 EPO 中部運営委員、アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺 勇人 EPO中部運営委員、一般社団法人環境市民プラットフォームとやま（PECとやま）事務局長 

原 理史 中部地方 ESD 活動支援センター、中部大学国際 ESD/SDGs センター研究員（非常勤） 

原 慎一郎 オブザーバー 環境省中部地方環境事務所 環境対策課長補佐 

清本 三郎 事務局 EPO 中部統括 

富田 夏子 事務局 
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④協議項目 

1. 学び合いの場①、②の振り返り 

2. 実践活動（セミナー）の開催計画 

3. ワークブックバージョンアップの議論 

 

(ウ) 第３回ワーキング 

①日時 

 2022年 12月 20日（火）13：30～16：30 

 

②会場 

 EPO中部（中部環境パートナーシップオフィス） 

 

③出席者 

 7名（委員 3 名、ゲストアドバイザー1 名、中部地方環境事務所 1 名、事務局 2 名） 

古澤 礼太 中部大学国際 ESD/SDGs センター准教授、中部 ESD 拠点協議会事務局長 

水上 聡子 EPO 中部運営委員、アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺 勇人 EPO中部運営委員、一般社団法人環境市民プラットフォームとやま（PECとやま）事務局長 

原 理史 中部地方 ESD 活動支援センター、中部大学国際 ESD/SDGs センター研究員（非常勤） 

佐藤 真久 東京都市大学大学院環境情報学研究科 教授 

原 慎一郎 オブザーバー 環境省中部地方環境事務所 環境対策課長補佐 

清本 三郎 事務局 EPO 中部統括 

 

④協議項目 

○ 実践活動（セミナー）振り返り 

○ ESD推進ネットワークの状況 

○ ワークブックバージョンアップの議論 
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エ 学び合いの実施 

(ア) 学び合いの場①の開催 

①イベント名 

 地域づくりのための気候変動社会教育 

～学び合いの場①：気候危機に立ち向かう地域や市民のありかたを考える 

 

②日時 

 2022年 8月 25日（木）16：00～18：00 

 

③開催方法・会場 

 開催方法：オンライン（zoom） 

 

④主催等 

 主催：中部地方ESD活動支援センター 

 

⑤出席者 

 60名（接続数／登壇者・事務局含む） 

 

⑥協議項目 

〇ごあいさつ 

〇基調講演「気候危機の科学とリスク・社会を変えるには」 

東京大学未来ビジョン研究センター 教授、国立環境研究所 上級主席研究員 江守 正多 氏 

〇話題提供「脱炭素社会を見えるものに～市民目線のまちづくり～」 

総合地球環境学研究所 客員准教授 木原 浩貴 氏 

〇質疑＆ディスカッション＆総括 

進行：中部地方ESD活動支援センター 原 理史 
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(イ) 学び合いの場②の開催 

①イベント名 

 地域づくりのための気候変動社会教育 

～学び合いの場②：気候危機問題からSDGs地域づくり・人づくりを考える 

 

②日時 

 2022年 9月 1日（木）16：00～18：00 

 

③開催方法・会場 

 開催方法：オンライン（zoom） 

④主催等 

 主催：中部地方ESD活動支援センター 

 

⑤参加者 

 61名（接続数／登壇者・事務局含む） 

 

⑥プログラム 

〇ごあいさつ 

〇基調講演「気候危機に立ち向かい持続可能なまちづくりを目指す」 

名古屋大学大学院環境学研究科附属持続的共発展教育研究センター 特任准教授 杉山 範子 氏 

〇話題提供「市民ワークショップによる「脱炭素」と「地域課題」の同時解決の図られた将来

ビジョンづくり」 

大野市くらし環境部環境・水循環課 課長 田中 九一郎 氏 

〇話題提供「まちづくりワークショップ・まちづくりカレッジによる気候変動へのアプローチ」 

坂井市総合政策部まちづくり推進課 課長 北川 直規 氏 

〇質疑＆ディスカッション＆総括 

進行：中部地方ESD活動支援センター 原 理史 

 

 
 



 

97 

 

オ 実践活動の開催 

①イベント名 

 地域づくりのための気候変動社会教育 

実践セミナー 脱炭素のまちづくり・人づくりワークショップ 

 

②日時 

 2022年 11月 25日（金）13：30～16：00 

 

③開催方法・会場 

 開催方法：ハイブリッド 

 会場：結とぴあ［多田記念大野有終会館］（福井県大野市） 

 オンライン：zoom 

 

④主催等 

 主催：中部地方ESD活動支援センター 

 

⑤参加者 

 計51名 
 会場参加：30人（登壇者・事務局・関係者含む） 

 オンライン中継視聴：21件（zoom接続数） 

 

⑥プログラム 

〇ごあいさつ、趣旨説明 

〇ワークショップ体験① 

福井県版気候変動ミステリーワークショップ 

〇ワークショップ体験② 

課題解決ワークショップ -ジグソー法を用いて- 

ファシリテーター：アルマス・バイオコスモス研究所 代表 水上聡子氏 

〇講評・総括：東京都市大学大学院環境情報学研究科 教授 佐藤 真久 氏 

〇ふりかえり 
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カ 報告（全国フォーラムでの活動結果報告） 

 12 月 10 日開催・ESD 活動支援センター（全国センター）主催「ESD 推進ネットワーク全国

フォーラム2022」に参加し、中部の「ESD for 2030学び合いプロジェクト」（「学び合いの

場①②」「実践セミナー」）の実施結果について報告・発表を行った。 

 

【作成した全国フォーラム発表資料】 
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(6) 「（仮）中部版ESDワークブック」（試行版）の作成 

 中部地方ローカルSDGsを担う人材育成に役立つESD情報ツールパッケージとして、「（仮）

中部版ESDワークブック」（試行版）を、昨年度作成したワークブック（プロトタイプ版）

の改訂原稿をもとに作成した。 

 ワークブックの内容・構成等については、「SDGs 社会教育研究会ＷＧ」で検討・協議のう

え作成した。 
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(7) 教育現場の実態把握と連携強化 

 教育現場の専門家との連携を強化し、効果的にESD業務を展開するため、SDGsの取組、ESD

実践の推進状況等について、専門家１名、教育現場の関係者２名を対象にしたヒアリング

を実施した。 

 

ア 専門家への包括ヒアリング 

ヒアリング対象 愛知教育大学 理科教育講座教授 大鹿聖公 

実施日 令和5年 2月 14日 11：00～13：00 

実施場所 愛知教育大学大鹿研究室 

ヒアリング結果 

○ESD・SDGsの取組 

 これまで理科教育の研究者という点から自然環境のフィールドで活動してきた。その過程で河川財

団や公園財団などと接触連携してきた。 

 理科が嫌いな子どもも理科を理解してほしいとの思いで活動してきたが、河川はわかりやすくその

背景の生態系ひいては社会環境など、環境教育のフィールドとして重視してきた。理科教育は地域

での活動がやはり効果的だと考えてきた。 

 2010年のCOP10から愛知教育大学で活動を行っており、その流れでESDにずっと関わってきた。 

 現在は研究室で SDGs・ESD の活動を行う他、令和 4 年度ユネスコ活動費補助金（SDGs 達成の担い手

育成（ESD）推進事業）を活用した「SDGs 達成のための教育「ESD」を実践し「持続可能な社会の創

り手」を育むESD for 2030 TOKAIプロジェクト」を推進している。ここではESD推進のために東海

地方の 3 つの大学のほか 3 県の小中高の学校、自治体、企業、社団法人などの民間団体などととも

にネットワーク構築を進めている。 

 愛知教育大学として全学的にも ESD を取り組む必要があるという議論を現在している。教員養成課

程として必修履修化などの話題が出ている。 

○ESD・SDGsの取組の課題 

 ESDを知らないことにつきる。その原因として言葉がきらい、理解できない、納得できるキーワード

がないということが挙げられる。 

 新しい学習指導要領で盛り込まれたとはいっても教師のところまで落ちていない。 

 一方では企業はSDGsに関心があるにもかかわらずESDを伝える手段がない。 

 ESDはある意味SDGs教育といっていいが､SDGsの暗記ではない。そこにESDのわかりにくさがある。 

 SDGs は一つの目標で、到達する手段として ESD が不可欠という概念を、「山の頂上ゴール

（SDGs）、登る方法（服装・道程）プロセス（ESD）、つまり SDGs という目標に向かってそこに到

る方法を学ぶことがESD」という説明をしている。この時「身近な」というアプローチが非常に重要

だと感じている。 

 愛知教育大学の学生がSDGsにチャレンジするという意欲が薄いのをなんとかしたい。 

 ただし学校教育現場では教員の余裕が全くないので、ESDのような新しい概念の定着は相当難しい。

そうした意味では社会教育は重要となるし、SDGs未来都市には期待したいところではある。 

○ESD・SDGsの取組の今後の支援や期待 

 例えば教員研修で「ESDってなに」研修を行うことは考えられるが、おそらく教員は忙しくて参加し

ないだろう。 

 各自治体の教育長、教育委員会の委員の方がある意味で「ESD研修」の意義があるかもしれない。地

域づくりにESDは不可欠と認識してもらえば、教育現場に意見できる立場なので。 
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イ 教育部局、教育委員会、現場の教員等を対象にしたヒアリング 

ヒアリング対象 
松本大学大学院 総合経営研究科／総合経営学部 観光ホスピタリティ学科 

専任講師 田開 寛太郎 

実施日 令和5年 2月 19日 15：00～17：00 

実施場所 EPO中部 

ヒアリング結果 

○大学におけるESD・SDGsの取組 

 大学を卒業してからは、キープ協会インターンや富山県立大学のコーディネーターなど、体験的な

学びに関わってきた。 

 2018 年度から松本大学のすべての学年で生活、自然、産業に関係する科目など、例えばエコツアー

を取り上げるといった持続可能性の問題について触れてきていたが、SDGs を意識して取り入れてき

たのは最近のことである。 

 現在では例えば観光ホスピタリティ学科の授業で、観光産業での SDGs 教育旅行などに取り入れる工

夫をしている。 

 また大学のカリキュラム編成でもSDGsに対応した科目の位置づけ直しが進んでいる。 

○社会教育としてのESD・SDGsの取組 

 縁があって飯田市の遠山地区でのESDを通じたまちづくりに個人としてかかわっている。 

 飯田市では教育を活用したまちづくりを推進しており、地域の公民館、公共施設、学校等が連携し

立教大学 ESD 研究所をはじめとする市外の大学との連携で様々なひとづくり事業を行っている。こ

れらの事業は飯田大学連携会議「学輪IIDA」として運営されている。 

 こうした活動には松本大学の田開研究室の学生も参加しており、地域に入り込む形で大学教育での

ESDが実践されている。 

○ESD・SDGsの取組の課題 

 地域と連携した全世代対象の ESD では、例えばコミュニティスクールにおける社会人教育カリキュ

ラムのような系統的なカリキュラムを作るのが難しい。 

 具体的、実践的なカリキュラムを組み立てるためには、企画の段階で地域の人に入ってもらうこと

が必要となるが、（決めた役割を頼めば引き受けてくれるが）積極的に関わろうという地域住民は

やはり少ない。 

 またこれらを通じた SDGs 地域づくりは、持続性を確保するための経済合理性が重要となるが、地元

の人々は観光や経済活動との融合については、お金が動くことに用心深くなる。 

○ESD・SDGsの取組の今後の支援や期待 

 立教大学の遠山地区での社会教育分野の ESD 支援は地域づくりについて大きな貢献をしている。例

えば飯田市、飯田信金、長野県地域振興局では、地域づくりについて SDGs をキイにして推進するた

めの環境文化都市づくりプラットフォーム事業「うごくる」を来年度から立ち上げると聞いてい

る。こうしたESD的な社会教育支援が広がるとよい。 

 学生活動への支援があるといい。学生自身がやりたいことが地域に入り込んで活動できるような支

援体制があるといいのではないか。 
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ヒアリング対象 
愛知県東浦町立緒川小学校 

（全校的にESDに取り組んでいるユネスコスクール認定の小学校） 

実施日 
令和5年 2月 13日 10：30～15：30学校参観にて取組を取材、意見交換会に参加 

令和5年 2月 14日 08：30～10：00鬼頭校長先生に補足ヒアリング 

実施場所 両日とも愛知県東浦町立緒川小学校 

ヒアリング結果 

○ESD・SDGsの取組とその成果 

◇これまでの取組 

 緒川小学校では、昭和 53 年に校舎をオープンスクール形式に改修したことをきっかけに、ノーチャ

イム制や 2時限を統合し 95分を一単位とした 1日 3ブロック制を導入し、独自の学びの環境作りを

推進してきた。 

 現在の基本的な教育課程は、総合学習「生きる」を通じた協働的な学びを推進する「集団学習」、

子ども自身が学習目標と進捗をチェックする「週間プログラム（週プロ）学習」を中核とする個別

最適な学びを推進する「個別学習」を両輪とし、自主的児童会「独立国活動」や自主的課外クラブ

活動「オープンタイム」などの「創造の活動」を加えて構成されている。 

 平成23年愛知県の小学校で初めてユネスコスクールに登録し、ESDカレンダーの活用や2017年から

のSDGs学習など、以降のESDとしての学校教育活動を積極的に推進している。 

 

◇ESDとしての教育の展開 

 課内授業で学期ごと 1 単元採用を目標に実施されている「週間プログラム」（以下「週プロ」）は

極めて特徴的な授業となっている。その基本的な考えは、子ども自身がその単元の学習計画と運営

を自分の裁量で行うというものである。教員はそのために学校のオープン構造を活かした各種教材

の空間配置、基本的な段階的進路を示すプリント（基本情報を保証するとともに、到達学習深度は

複数用意されている）など工夫を凝らした学習環境を整備している。学習活動を実見したが、子ど

もたちは自分のプリントを選び、オープンスペースの教材を探しに行きプリントに必要事項を記入

していく。書いた結果は教員にチェックしてもらい、不備があれば助言をもらって再度調べ直す、

という過程をとる。算数などはまとめて教員が基本的な方法について補足的に教えるという場も設

定していた。 

 通常の座学形式は「教える」入力の作業と進行管理を教員が行うが、すべての子どもの理解の速度

や深度を教える側が完全に把握することは困難である。一方、週プロでは学習者本人が「学ぶ」作

業と進行管理を行い教員は補助的に確認する形となっており、学習者が納得する形で学びをすすめ

ることができる。いわば通常の座学を「インプットマネジメント型」とすれば、週プロは「アウト

プットセルフチェック型」と呼ぶことができる。このような学習者自身が進行管理を含め自主的に

「学ぶ」手法は動機づけの自己決定理論で仮定される 3 つの欲求のうち、「自立性」と「有能性」

を強力に刺激することになり、子どもたちの積極的な活動に表れている。これらは教員の目線では

なく、子どもの目線で教育課程を構築する考えを徹底させた結果と考えられる。 

 緒川小学校では文科省の示す学習目標を踏まえ ESD で育てたい３つの力として「かかわる力」、

「問い続ける力」、「行動に移す力」をあげているが、週プロを始め様々な学習活動はすべてここ

を目標としている。すなわちすべての学習活動がESDとなっているということもできる。 

 

（本項は聞取り担当者の観察と意見交換による考察） 
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◇学習活動の成果 

 週プロは授業を準備するのは非常に労力がかかるが、子どもたちには大好評だという。教員が「こ

の単元は週プロでやろうか」と提案すると子どもたちが大歓声を上げるそうで、いかに学習活動へ

の動機づけ効果が高いかを示している。 

 いわゆる「学力」という点では当校は中位とのことであるが、卒業生は中学や高校で各種活動の

リーダーに立候補することが多いという。自立性や行動力を養う教育効果が表れていると考えられ

る。 

 卒業生の地元定着率が高く、子どもを当校に通わせたいという希望が多いという。当校の出身者が

地域と様々な連携をもちつつ学習活動が展開されていることもあり、また小学校の教育方針に賛同

している査証とも考えられる。 

○ESD・SDGsの取組の課題 

 学校で ESD を展開するためには、行政（教育委員会）、校長の考え方次第と思われる。東浦町教育

委員会の場合は当校に対して後押しがあったとのこと。ただ、他の学校に十分に横出し展開してい

るとは言えないようである。 

 学習指導要領に記載はあるが、抽象的で現場の教師が実践するきっかけとはなりえていない。教科

書に記載があれば教師は教えるが、例えば「SDGsを17個覚えよう」といった極めて表層的なものに

なってしまい、本来のESDとは言えない。 

 ESDを実践するにはスタッフ、ロマン、カリキュラムが重要で、当校ではこれを教職員に徹底してい

るとのこと。 

 教員は忙しすぎて自由参加の ESD 研修では人は集まらないとのこと。新人研修の一部に取り入れる

など工夫が必要。 

○ESD/SDGsの取組の今後の支援や期待 

 当校でも大学生や地域の方に来てもらっているが、環境ボランティアの出張授業などの支援があれ

ばありがたい。 

 SDGsは2030年までなので、それ以降の社会を示す目標が必要。子どもサミットなどで現場から目標

を作る活動などがあってもよいのではないか。 

 

(8) 地域循環共生圏への協力、全国センターとの連携協力 

 ESD 業務を実施するにあたっては、「地域循環共生圏」を実現する人づくりの促進にも資す

ることを考慮しつつ取り組んだ。 

 全国センターの実施する会議に出席すると共に、必要な情報提供、資料作成等に協力し、

ESD推進ネットワークの活動状況調査等にも協力・対応した。 

 ６(3)ア①に示したとおり、全国センターの実施する会議に出席すると共に、必要な情報

提供、資料作成等に協力した。また、ESD 推進ネットワークの活動状況調査等にも協力・

対応した。 

 また、第２回 ESD 活動支援運営企画委員会で「気候変動教育の進捗の可視化プロット様式」

の事例として、中部地方 ESD 活動支援センターの学び合いプロジェクトの事例を紹介した。 

 




